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奇跡のような巡り合わせ
－ 令和元年＝６０周年 －

私たちの港南中学校は、昭和３４年（１９５９年）９月１日
に郡中中学校と北山崎中学校を統合し、その歩みを始めま
した。そして、昭和４２年（１９６７年）南山崎中学校を統合
し、西日本一と言われるマンモス校へと成長しました。その
間、地域社会は言うに及ばず、全国各地で活躍する卒業生

令和元年となった今年、を育んできてくれました。そして、
という記念すべき年を迎えます。このとき、この創立６０周年

港南中に居合わせた私たち（生徒、保護者、教職員）は、ま
さに「 」です。奇跡のような巡り合わせ
そこで、５月８日（水）本部役員会・常任理事会に引き続

令和元年 第１回６０周年記念行事 実行委き開かれた
で、下の計画 で を開催↑ 昭和時代の港南中 員会 案 「創立６０周年記念行事」

することになりました
今後、実行委員会が中心となり、ＰＴＡ、後援会、生徒

会、教職員、そして、地域の方々から等、多方面の御支援
「母校港南中をと御協力を得ながら、生徒や卒業生たちが

にしていきたいと考えて愛し、誇りに思える」楽しい行事
います。

１ 日 時
１１月２３日（土）８時50分～14時30分

２ 日 程
★ 以下を「案」として、今後詳細が決まります。↑ 平成時代の港南中

吹奏楽部の前奏曲→ファンファーレ⑴ オープニング ８時５０分～８時５９分（ ９分）
９時００分～９時３０分（３０分）⑵ 記念式典

一 国歌斉唱（吹奏楽部 伴奏） 四 校長式辞

二 校歌斉唱（吹奏楽部 伴奏） 五 市長祝辞

三 実行委員長挨拶 六 キャッチコピー、ポスター原案入賞者 表彰

９時４５分～１０時０５分（２０分）⑶ 港南人権フェスタ
→案があればお寄せください⑷ 記念講演 １０時２０分～１１時２０分（６０分）未 定



１１時３０分～１４時００分（自主活動）⑸ イベントとバザー
１４時１０分～ 吹奏楽部記念演奏⑹ フィナーレ
１４時２５分～ 全校生徒の記念合唱
１４時２９分 生徒会長の「未来への決意」⑺ エンディング

★ 以下を「案」として、今後詳細が決まります。３ イベントやバザー

・・・・生徒の有志発表（バンド、出し物等）、文化部や運動部の希望出演⑴ イベント

・・・・保護者の屋台販売や生徒会によるテント販売⑵ バザー

・・・・技術部による実演、美術部の作品展示、希望による展示（例 学級展示）⑶ 展 示

－不易と流行－「型破り」と「形無し」
「型のある人が型を破るから『型破り』なのであり、型のない人が新しいこ

とをやっても、それは『形無し』である 」。

これは、平成２４年１２月に亡くなった歌舞伎役者の中村勘三郎さ
んの言葉です。勘三郎さんは、歌舞伎の伝統を守りながら、次々と新し
い試みを手がけたことで知られています。
現代演劇の演出家に新しい演出を依頼したり、ニューヨークで江戸

時代の芝居小屋を再現した興業を行ったりと、あっと驚くような仕掛けを
展開し、歌舞伎界に新風を吹き込んだ歌舞伎役者でした。

決してところで、このような斬新さは目に引きますが、勘三郎さんは、
。伝伝統を無視し、変わったことをやったのではありません

統を守りながら、これを大胆に創り変えていこうとしていたのです。勘三郎
さん自身、歌舞伎の基本を重視し、自ら厳しい稽古を積むと同時に、
同じく歌舞伎役者となっている二人の息子さんに対しても、徹底的に基

「きちんと土台本を身に付けるように厳しい稽古を行ったそうです。
をつくった上で、時代の変化に対応し、常に新しいことに挑

」勘三郎さんの「型破り」な生き方の根底には、この精戦していく。
＜ニューヨーク公演のポスター＞神が流れていました。

私たちが、中学生の頃とは時代が変わってきています。教科書を読
み取ることを軽んじたり、丁寧な字でノートを書かなかったり、自分の頭
で考えずに答えを見て解決したり……。勉強方法は多様でその子な
りのものがあって当然です。

基本が身に付いての「その子なり」 「読み、しかし、 です。
という言葉があります。普段から、教科書を意味書き、そろばん」

をとりながら「読み」、ノートを丁寧に「書き」、自分の頭で最後まで考
「立ち戻るべき基本」を大える「そろばん」は、学習の基本です。

を身に付けられるように、生徒自らが切にした「個性」的な学習
＜ニューヨークの平成中村座＞努力をしていくことを願っています。


